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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
は
申さ
る

年
。「
申
」
と
い
う
字

は
、
果
実
が
成
熟
し
て
「
の
び
の
び
と

し
て
い
く
」
様
を
表
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
当
事
業
団
も
、
50
年
に
わ
た
る
こ

れ
ま
で
の
経
営
努
力
が
実
を
結
ぶ
と
と

も
に
、
更
な
る
発
展
に
向
け
て
ス
タ
ー

ト
を
切
る
に
ふ
さ
わ
し
い
年
と
い
え
ま

す
。

　

私
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会
で
は
、
長

き
に
わ
た
っ
て
続
い
た
デ
フ
レ
の
も

と
、
人
口
減
少
も
あ
い
ま
っ
て
縮
み
志

向
の
考
え
方
が
大
き
な
影
響
を
あ
た
え

て
い
ま
す
し
、
世
界
経
済
の
減
速
に
よ

る
景
気
の
低
迷
な
ど
の
懸
念
も
あ
り
ま

す
。
で
も
、
い
つ
ま
で
も
縮
ま
っ
て
い

て
は
、
ス
タ
ー
ト
は
切
れ
ま
せ
ん
。

　

過
去
に
と
ら
わ
れ
な
い
大
き
な
視
野

を
持
つ
と
同
時
に
、
地
に
足
を
つ
け
た

綿
密
な
計
画
を
た
て
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
事
業
団
の
理
念
の
実
現
に
邁
進

し
、
一
段
の
高
み
を
目
指
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
事
業
団
の

役
割
や
責
任
を
明
確
に
し
て
、
地
域
の

声
や
信
頼
に
積
極
的
に
応
え
て
い
く
。

併
せ
て
、
地
域
の
社
会
的
資
源
や
人
的

資
源
を
有
効
に
活
か
し
、
利
用
者
や
職

員
の
皆
さ
ん
が
伸
び
伸
び
と
活
躍
で
き

る
事
業
団
を
目
指
す
こ
と
も
、
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

関
係
の
皆
様
の
一
層
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト

編
集
後
記

　今回の「やまなみ」は事業団設立50周年記念特集ですが、この50年で福祉業界も大きく様変わりし、制度的な変化だけでなく、新たな課題と
して「利用者の重度化・高齢化」が取り沙汰されています。
　しかしながら、30年前（昭和60年）に発行した事業団設立20周年記念誌にも利用者の重度化・高齢化を問題視する記述が…。10年先、20年先
の福祉業界、そして事業団では、いったいどのような議論がされているのでしょうか。未来に向けて常に前進し続けたいものです。� （中村）

　

西
駒
郷
駒
ヶ
根
日
中
支
援
課
で
は
畑
づ
く
り
を

日
々
の
活
動
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
野
菜
は
年
2
回
開
催
の
収
穫
祭
で
カ

レ
ー
や
豚
汁
と
し
て
味
わ
い
ま
す
。

　

今
回
の
収
穫
祭
（
H
27
.
11
.
25
開
催
）
に
は
、

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
他
に
ワ
ト
ワ
く
ん

も
登
場
！　

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た

（
1
8
0
人
参
加
）。
お
腹
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
野
菜
を

取
り
出
す
ワ
ト
ワ
く
ん

に
利
用
者
さ
ん
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も

興
味
津
々
。
ワ
ト
ワ
く

ん
と
の
写
真
撮
影
も
行

い
、
と
て
も
楽
し
い
収

穫
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

辰
野
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
一
昨
年
よ

り
、
町
内
の
り
ん
ご
農
園
の
り
ん
ご
オ
ー
ナ
ー
と
な

り
、
摘
果
作
業
体
験
や
収
穫
、
調
理
実
習
等
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
「
収
穫
イ
ベ
ン
ト
」

を
開
催
し
て
お
り
、
3
回
目
と
な
る
今
回
（
H
27
・

12
・
2
開
催
）
は
「
50
周
年
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
り
ん
ご
」

を
作
っ
て
皆
さ
ん
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
約
90
人
が
参
加
し
、
利
用
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
発
表
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
営
業
等
、
拍

手
や
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。�

（
岩
垂
）

　

昨
年
9
月
に
開
催
さ
れ
た
第
18
回
長
野
県
障
が
い

者
文
化
芸
術
祭
「
作
品
展
」
の
絵
画
部
門
で
、
西
駒

郷
利
用
者
、
竹
内
一
貴
さ
ん
の
作
品
が
優
秀
賞
（
社

会
福
祉
法
人
長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
）
に
輝

き
ま
し
た
。

　

な
お
今
回
の
受
賞
作
品
を
含
む
優
秀
作
品
展
を
県

内
各
地
で
巡
回
展
示
し
ま
す
。
詳
細
は
長
野
県
障
が

い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

秋
季
収
穫
祭
に
ワ
ト
ワ
く
ん
登
場

（
西
駒
郷
）

「
50
周
年
り
ん
ご
」で
お
も
て
な
し

～
収
穫
イ
ベ
ン
ト
開
催
～

（
辰
野
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

長
野
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
祭「
作

品
展
」絵
画
部
門
で
優
秀
賞
受
賞
!!

（
西
駒
郷
） ト

ピ
ッ
ク
ス

「伊那ゆいま～る」
プレゼント

　事業団だより「やまなみ」の感想や今後掲載してほしい内容等について、①郵便番号、
②住所、③氏名、④電話番号を記載のうえメールまたは郵便はがきにて法人本部（事務
局）までお寄せ下さい。
　３月末までにお寄せいただいた方の中から抽選で５名の方にプレゼントいたします。
　（手描きポストカードのデザインは選べません。）
　なお、当選発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
　（プレゼントの発送は４月頃を予定しています。）

　長野県社会福祉事業団設立５０周年を記念し、お世話になっている皆様への感謝の気持ちを
込め、当事業団事業所の利用者に記念品の作成を協力していただきました。
　ポストカードは全て利用者の手描きで、同じものは一つもありません。また、フォトフ
レームは「伊那ゆいま～る」の利用者が、ひとつひとつ丁寧にやすりをかけ、オイルステイ
ンを塗って仕上げました。身の回りに飾っていただければ幸いです。

◆事業団設立 50 周年記念品
「手描きポストカード × 手作りフォトフレーム」

所長
有賀美希恵
からのメッセージ

人
事
異
動

事
業
所
間
異
動
等

（
平
成
28
年
1
月
1
日
付
）

歩
楽
里

　�

専
門
幹
／
佐
藤
ゆ
り
子
（
兼
）

長
野
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
し

　�

専
門
幹
／
佐
藤
ゆ
り
子
（
兼
）

退
職

（
平
成
27
年
12
月
4
日
付
）

八
雲
日
和

　�

主
任
支
援
員
／
伊
東
　
慎
一

（
平
成
27
年
12
月
31
日
付
）

水
内
荘

　�

支
援
員
／
東
　
晋
平

歩
楽
里

　�

支
援
員
／
東
　
晋
平
（
兼
）

長
野
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
し

　�

支
援
員
／
東
　
晋
平
（
兼
）

（
兼
）
他
職
と
の
兼
務
職
員

ワトワくんとの
記念撮影（ぱれっと）

りんごパイを食べながら
ステージ発表を鑑賞お母さんと記念撮影（巡回展にて）

授賞式の様子

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団 

理
事
長　

和
田
　
恭や

す

良よ
し



記
念
式
典

第Ⅰ部

　

事
業
団
設
立
５０
周
年
を
記
念
し
、
当
事
業
団

へ
多
大
な
る
功
績
を
残
さ
れ
た
個
人
や
団
体
の

方
々
に
理
事
長
か
ら
感
謝
状
な
ら
び
に
記
念
品

を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
事
業
団
で
は
平
成
2０
年
か
ら
法
人
の
認
知

度
ア
ッ
プ
と
法
人
全
体
の
一
体
感
の
醸
成
を
図

る
た
め
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
制
作

を
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
５０
周
年
記

念
に
併
せ
て
制
作
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

基
本
デ
ザ
イ
ン
は
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

数
多
く
の
実
績
を
持
つ
上
田
市
在
住
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
オ
ヤ
マ
タ
ツ
ヤ
氏
に
依
頼
し
、
そ
の
上

で
、
名
称
・
デ
ザ
イ
ン
・
活
用
方
法
等
の
ア
イ

デ
ア
を
全
国
公
募
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
全
1
7
4
件
の
応
募
を
い
た
だ

き
、
名
称
は
事
業
団
の
経
営
方
針
「
和
と
輪
を

生
み
・
持
続
し
て
い
く
集
団
形
成
」
に
合
致
す

る
「
ワ
ト
ワ
く
ん
」
に
。
デ
ザ
イ
ン
も
頭
の

て
っ
ぺ
ん
に
ア
ン
テ
ナ
を
付
け
る
な
ど
の
変
更

を
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
で
は
平
成
27
年
度

に
設
立
５０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
設
立
５０

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
（
委
員
長
：
伊
藤

常
務
理
事
）
を
立
ち
上
げ
、
記
念
式
典
・
祝
賀

会
の
開
催
に
向
け
た
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
手
づ
く
り
感
」
と
「
当
事
者

参
加
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
関
係
者
全
員
が
参

加
で
き
る
三
部
構
成
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま

し
た
。

　

本
日
、
こ
こ
に
多
数
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
設
立
５０
周
年
を
盛
大
に
お
祝
い
で
き
ま
す

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
を

代
表
い
た
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
福
祉
事
業
者
を
取
り
巻
く
状
況
は
一

時
と
し
て
立
ち
止
ま
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
、
常
に
社
会
の
変
化
を
感
じ
と
り
、
人
々

が
必
要
と
す
る
も
の
を
適
時
適
切
に
提
供
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
近

年
、
社
会
福
祉
法
人
へ
の
「
地
域
公
益
活
動
」

が
義
務
づ
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
地
域
を
重
視
し
た
流
れ
は
、
施
設
中

心
か
ら
地
域
生
活
移
行
に
率
先
し
て
取
り
組
ん

　

事
業
団
は
、
長
野
県
に
お
け
る
社
会
福
祉
の

向
上
に
多
大
な
る
貢
献
を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

強
く
叫
ば
れ
る
な
か
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
平

成
十
五
年
か
ら
西
駒
郷
の
利
用
者
の
地
域
生
活

移
行
が
進
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に
二
百
九
十
名

を
超
え
る
方
が
施
設
を
退
所
し
て
、
地
域
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
御
本
人
や
家
族

　

事
業
団
で
は
、
経
営
理
念
の
一
つ
に
「
信
州

自
然
的
暮
ら
し
の
創
造
」
を
掲
げ
ら
れ
、
利
用

者
が
地
域
住
民
と
関
係
を
結
び
、
信
州
の
自
然

や
風
土
を
取
り
入
れ
る
中
で
自
己
実
現
で
き
る

「
暮
ら
し
」
づ
く
り
を
、
積
極
的
に
支
援
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
今
ま
さ
に
、
本
県
を
含
め
全
国
で

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
、「
地
方
創
生
」
の
動

き
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
絆

を
維
持
し
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
視
点
で
あ
り
ま
す
。

　

事
業
団
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
福
祉
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
、
障
害
の

あ
る
人
が
尊
厳
と
誇
り
を
保
持
し
つ
つ
、
自
立

し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
づ

　

今
回
の
「
や
ま
な
み
」
は
設
立
５０
周
年
記
念

特
集
と
し
て
、
平
成
27
年
11
月
13
日
（
金
）
に

開
催
し
た
「
長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
設
立
５０

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
の
様
子
を
中
心
に

紹
介
し
ま
す
。

［平成27年度　長野県地域発元気づくり支援金活用事業］

［表彰者一覧（順不同）］

理事長

和田 恭良

・ 

地
域
に
支
え
ら
れ
た
事
業
団
50
年
の
歴

史
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
未
来
の
50

年
に
向
け
た
所
信
表
明
を
す
る
。

・ 

当
事
者
、
職
員
が
ス
タ
ッ
フ
と
い
う
立

場
で
感
謝
の
意
を
表
す
と
同
時
に
、
さ

ら
り
と
当
事
者
の
出
番
を
盛
り
込
む
。

50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
テ
ー
マ

【プロフィール】

・�50年後の未来からやってきたゆるキャラ型ロボット
・�外見はシンプルだが中身は超精密。県内19事業所の情
報をWifi接続で常にキャッチし、理事長
に経営アドバイスをしている。
・�お腹のポケットは事業所と4次元で
繋がっており、福祉施設で作られ
たどら焼きやうどん等をイベン
トで配ることができる。
・�さらに50年後の長野県社会福祉
事業団100周年記念式典の際に中か
ら「何か」が出てくるらしい。

長野県副知事

中島 恵理様
（長野県知事代理）

長野県県議会議長

西沢 正隆様

社会福祉法人
全国社会福祉事業団協議会

理事長 大窪 正行様

団体名、会社名等 役職名 氏名
泉平組 組長 堀越　茂様
タカノ株式会社 代表取締役社長 鷹野　準様
千代田株式会社 代表取締役 清水　能忠様
日本発条株式会社伊那工場 工場長 高村　典利様
NTN株式会社長野製作所 所長 堀本　英文様
株式会社北沢電機製作所 代表取締役 北澤　昇次様
有限会社松岡産業 代表取締役 松岡　宅吉様
株式会社駒ヶ根電化 代表取締役会長 山下　善廣様
　〃 代表取締役社長 山下　政隆様
株式会社堀口紙器製作所 代表取締役 宇佐美　直彦様
長野県立
こころの医療センター
駒ヶ根

院長 樋掛　忠彦様

竜東メンタルクリニック 院長 下島　秀一様
伊南行政組合
昭和伊南総合病院

院長 村岡　紳介様

斉藤診療所 院長 斉藤　卓雄様
中津理容所 中津　源一様
駒ヶ根市下平区 区長 小松　由喜一様
宮田村大久保区 区長 伊藤　千春様
長野県社会福祉事業団 元常務理事 宮之本　一宏様
　〃 元理事長 佐藤　進様
　〃 前理事長 辰野　恒雄様
　〃 元常務理事 堀米　信一様

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
設
立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催
!!

で
き
た
当
事
業
団
の
歩
み
と
軌
を
一
に
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
５０
年
の
歩
み
に
大
き
な
自
負
と

自
信
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
進
む
べ
き
道
を
し
か

と
見
定
め
、
障
が
い
者
は
も
と
よ
り
広
く
県
民

各
位
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
一
層
、
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
役
員
、
職
員
、
精
進
を
重
ね
、

一
丸
と
な
っ
て
、
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

へ
の
支
援
、
地
域
の
関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
県
の
施
策
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
格
別
な
る
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

く
り
に
向
け
、
御
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
社
会
福
祉
法

人
制
度
の
改
革
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
、
介
護
報
酬
等
の
引
き
下
げ
や
福

祉
・
介
護
人
材
の
確
保
の
困
難
性
な
ど
社
会
福

祉
事
業
の
経
営
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
私
ど
も
社
会
福
祉
事
業
団

は
、
福
祉
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
経
験
や
豊

富
な
人
材
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な
が

ら
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
や

「
地
域
貢
献
活
動
の
更
な
る
推
進
」
な
ど
、
時

代
の
変
化
に
対
応
し
た
取
組
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
当
協
議
会
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
全
国
百
十
八
の
会
員
事
業
団

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
し
っ
か
り

と
役
割
を
発
揮
し
て
い
け
る
よ
う
、
効
果
的
な

支
援
に
努
め
て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
（
抜
粋
）

来
賓
祝
辞
（
抜
粋
）

記
念
事
業
紹
介

表
彰

　

ま
た
、
女
性
的
デ
ザ
イ
ン
の
応
募
も
多
か
っ

た
た
め
、
2
体
目
「
ワ
ト
ワ
ち
ゃ
ん
」
も
現
在

制
作
中
で
す
。

記念式典でワトワくんお披露目

階段は苦手…

背面には最新型
ホワイトボードを装備
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長野県社会福祉事業団の歴史
平　成 昭　和

27 26 25 24 23 23 21 20 19 18 17 16 15 14 12 10 8 4 元 60 60 58 56 53 48 46 45 43 42 40 39 36 年
11 4 4 11 8 6 4 4 4 4 4 4 1 10 4 4 4 4 4 11 4 4 11 10 10 4 4 4 10 11 10 1 9 8 4 8 4 3 2 8 6 4 5 4 6 11 8 7 7 3 7 5 9 7 9 11 7 4 4 7 9 月
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
開
催

（
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成
）

「
長
野
県
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー『
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
』」を「
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
グ
ル
ー
プ
」（
長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
と
長

野
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
組
織
）と
し
て
指
定
管
理
開
始

「
ほ
っ
と
ワ
ー
ク
ス
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
」

を「
ほ
っ
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
伊
北
」「
ほ
っ
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

伊
南
」「
ほ
っ
と
居
宅
」に
3
分
轄

第
二
次
長
期
構
想
策
定 

[
信
州
の
自
然
を
愛
し
ゆ
っ
た
り
と
し
た
暮
ら
し
、

と
も
に
紡
ぎ
ま
す
]

駒
ヶ
根
高
原
ふ
く
し
セ
ミ
ナ
ー
開
催
開
始

「
長
野
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
し

（
旧「
豊
野
こ
ぶ
し
作
業
所
」）」指
定
管
理
開
始

「
小
春
日
和
」開
設

ブ
ロ
ッ
ク
制
導
入

「
上
伊
那
圏
域
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー『
き
ら
り
あ
』

※
」開
設

「
松
本
あ
さ
ひ
学
園
」指
定
管
理
開
始

「
信
濃
学
園
」指
定
管
理
開
始

「
八
雲
作
業
所
」と「
八
雲
日
中
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
」を「
八
雲
日

和
」に
統
合

「
サ
ン
ス
ポ
ー
ト
佐
久
」開
設（
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
サ
テ
ラ
イ
ト
）

「
伊
那
ゆ
い
ま
～
る
」開
設

「
辰
野
町
障
が
い
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー『
ぬ
く
も
り
』※
」開
設

勤
務
評
価
制
度
導
入

経
営
委
員
会
の
設
置

「
松
本
ひ
よ
こ
※
」開
設

第
一
次
長
期
構
想
策
定 

[
脱
皮
を
つ
づ
け
る
事
業
団
の
た
め
に
]

「
辰
野
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」指
定
管
理
開
始

「
八
雲
日
中
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
」開
設

「
サ
ン
ス
ポ
ー
ト
ま
つ
も
と
」開
設（
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
サ
テ
ラ
イ
ト
）

「
ほ
っ
と
ワ
ー
ク
ス
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
」

開
設

「
み
の
ち
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
※
」開
設

給
与
等
の
削
減
、目
標
管
理
制
度
の
導
入

「
八
雲
作
業
所
」開
設

「
長
野
県
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー『
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
』※
」指
定
管
理
開
始

「
ほ
っ
と
ワ
ー
ク
ス
・
み
の
わ
」開
設

事
業
団
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定

「
西
駒
郷
」の
指
定
管
理
開
始

「
歩
楽
里
※
」開
設

「
豊
野
こ
ぶ
し
作
業
所
」を
長
野
市
か
ら
受
託

「
サ
ン
ス
ポ
ー
ト
駒
ヶ
根
」開
設（
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
サ
テ
ラ
イ
ト
）

「
上
伊
那
圏
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」開
設

（
～
Ｈ
23
・
3
閉
鎖
）

西
駒
郷
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
開
始（
小
城
の
家
）

「
長
野
県
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー『
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
』」の
経
営
受
託

水
内
荘
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
開
始（
伊
豆
毛
の
家
）

介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
受
託

20
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
開
催（
事
業
団
徽
章
・
団
旗
の
決
定
）

「
水
内
荘
」の
移
転
改
築

民
間
社
会
福
祉
施
設
整
備
資
金
利
子
補
給
事
業
の
受
託

（
～
Ｈ
16
・
3
）

全
国
社
会
福
祉
事
業
団
協
議
会
へ
の
加
入

長
野
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
事
業
の
受
託（
～
Ｈ
16
・
3
）

「
西
駒
郷
」の
一
部
業
務
受
託
開
始（
以
降
、受
託
業
務
を
拡
大
）

社
会
福
祉
施
設
職
員
修
学
資
金
貸
与
事
業
の
受
託（
～
Ｓ
60
・
3
）

「
水
内
荘
」の
運
営
を
事
業
団
が
引
き
継
ぐ

「
海
津
荘（
長
野
県
母
子
休
養
ホ
ー
ム
）」の
経
営
受
託
開
始

（
～
Ｈ
15
・
3
閉
鎖
）

社
会
福
祉
振
興
融
資
事
業
受
託（
～
Ｈ
20
・
3
）

社
会
福
祉
法
人
長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
設
立

財
団
法
人
長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
設
立（
～
Ｓ
40
・
4
解
散
）

「
水
内
荘
」開
設（
上
水
内
郡
福
祉
組
合
）

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
50
年
の
足
跡

障
害
者
総
合
支
援
法
施
行（
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
）

障
害
者
基
本
法
の
一
部
改
正（
共
生
社
会
の
実
現
）

長
野
県
行
政
機
構
審
議
会「
外
郭
団
体
等
見
直
し
」答
申

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行（
3
障
害
共
通
の
制
度
に
）

地
方
自
治
法
の
改
正（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）

西
駒
郷
基
本
構
想
策
定（
地
域
生
活
移
行
が
本
格
化
）

支
援
費
制
度
施
行（
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
る
仕
組
み
）

長
野
県
出
資
等
外
郭
団
体
見
直
し
専
門
委
員
会
発
足

46
通
知
の
取
扱
変
更（
公
設
施
設
の
委
託
先
を
事
業
団
に
限
定
し
な
い
）

社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革（
社
会
福
祉
の
共
通
基
盤
制
度
の
見
直
し
開
始
）

社
会
福
祉
法
人
豊
智
福
祉
会
開
設（
以
降
、水
内
荘
か
ら
約
25
人
が
移
行
）

国
際
障
害
者
年（
完
全
参
加
と
平
等
）

社
会
福
祉
法
人
り
ん
ど
う
信
濃
会
開
設（
以
降
、西
駒
郷
か
ら
約
4
0
0
人
が
移
行
）

46
通
知（
公
設
施
設
の
委
託
先
は
事
業
団
を
原
則
と
す
る
）

障
害
者
基
本
法
施
行（
障
害
者
の
自
立
及
び
社
会
参
加
）

事
業
団
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

※
事
業
所
名
は
変
更
後
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「
未
来
へ
の
期
待
を
込
め
て
、長
野
県
社
会
福

祉
事
業
団
５０
年
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
」

進
行
役

前
常
務
理
事　

宮
之
本　

一
宏　

氏

（
Ｓ
５3
年
度
～
Ｈ
24
年
度
ま
で
の
3５
年
間
、

事
業
団
に
在
籍
。
西
駒
郷
を
皮
切
り
に
水
内

荘
、
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
、
最
後
は
法
人
本
部
に
勤

務
。
現
在
は
み
の
ち
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
専
門
幹
（
再
雇
用
））

Ｏ
Ｂ
職
員
と
し
て
一
言
言
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
事
業
団
は
開
設
時
か
ら
「
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
」
を
主
と
す
る
法
人
で
し
た
。

事
業
団
に
3５
年
付
き
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
場
所
的
に
も
（
事
業
所
が
）
長
野
県
全

域
に
散
り
ば
め
ら
れ
、
規
模
的
に
も
大
き
く
な

り
、
い
よ
い
よ
舞
台
は
整
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
後
は
い
か
に
上
手
に
踊
る
か
、
遊
ぶ
か
、
い

わ
ゆ
る
「
魂
入
れ
」
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

事
業
団
に
は
、
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
ど
の
よ
う
に
で
き
る
か

と
か
、
利
用
者
の
よ
り
良
い
暮
ら
し
に
は
ど
の

よ
う
な
方
策
が
有
効
で
あ
る
か
を
社
会
に
提
言

す
る
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
続
け
て
い
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
実

現
す
る
に
は
、
今
日
お
集
ま
り
の
Ｏ
Ｂ
職
員
の

皆
さ
ん
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
何
よ
り

も
現
役
の
役
職
員
の
団
結
力
が
明
日
の
長
野
県

の
障
が
い
者
福
祉
、
そ
し
て
事
業
団
の
前
進
・

発
展
に
繋
が
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。　

対
談
者

西
駒
郷
元
職
員　

竹
村　

憲
博　

氏

（
Ｓ
46
年
度
～
Ｈ
14
年
度
ま
で
の
32
年
間
、

事
業
団
に
在
籍
。
う
ち
西
駒
郷
に
29
年
、
水
内

荘
に
3
年
勤
務
）

昭
和
５2
年
頃
の
話
で
す
が
、
西
駒
郷
生
業
部

（
現
在
の
宮
田
支
援
事
業
部
）
の
定
員
2
5
0

名
は
、
ほ
ぼ
満
杯
の
状
態
で
、
近
隣
の
企
業
等

で
所
外
作
業
を
し
て
い
る
利
用
者
も
多
く
、
そ

の
ま
ま
就
職
に
繋
が
っ
た
と
い
っ
た
成
果
も
沢

山
あ
り
ま
し
た
。

事
業
団
の
運
営
の
流
れ
は
、
当
時
と
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
大
勢
の
方
が
出
て
お
ら
れ
ま
す
。
老
婆
心
な

が
ら
私
も
高
齢
者
の
域
に
な
り
ま
す
の
で
、
高

齢
化
に
よ
っ
て
地
域
で
の
生
活
が
困
難
に
な
っ

た
時
は
大
変
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

そ
の
点
も
今
か
ら
考
え
て
い
た
だ
い
て
、
利

用
者
の
老
後
を
迷
う
こ
と
な
く
、
よ
り
豊
か
な

老
後
が
送
れ
る
よ
う
ご
配
慮
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

西
駒
郷
現
職
員　

今
村　

信
康　

氏

（
Ｓ
48
年
度
～
Ｈ
23
年
度
ま
で
の
39
年
間
、

事
業
団
に
在
籍
。
全
期
間
西
駒
郷
に
勤
務
。
定

年
退
職
後
、
再
雇
用
職
員
と
し
て
、
西
駒
郷
地

域
移
行
推
進
課
に
て
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
事
業

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
転
居
さ
れ
た
方
へ
の
訪

問
）
を
担
当
）

平
成
1５
年
頃
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
生
活
を

支
援
し
て
一
番
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
が
、
利
用
者

が
食
事
の
時
に
炊
飯
器
の
開
け
方
が
分
か
ら
な

か
っ
た
り
、
電
気
こ
た
つ
の
ス
イ
ッ
チ
の
入
れ

方
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と
で
す
。
つ

ま
り
、
西
駒
郷
で
は
力
の
あ
る
人
が
全
て
そ
う

い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
て
、
そ
う
で
な
い
人
は

経
験
す
ら
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
約
1０
年
が
経
ち
ま
す
が
、
地
域
の

方
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
買
い
物
に
循
環
バ

ス
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
色
々
と
で

き
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
の
を
実
感
で
き
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

今
後
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
も
お
年

を
取
ら
れ
、
施
設
の
利
用
者
は
障
が
い
が
重
く

な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
利
用
さ
れ
る
方
は
障
が
い

が
多
様
化
し
て
き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
中
で
職

員
の
連
携
を
は
か
っ
て
、
先
輩
か
ら
後
輩
に
利

用
者
の
支
援
が
繋
が
る
よ
う
に
し
て
、
利
用
者

中
心
で
安
心
・
安
全
で
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る

支
援
を
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ほ
っ
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
伊
北
利
用
者

小
椋　

正
文　

氏

（
Ｓ
6０
年
に
西
駒
郷
入
所
。
Ｈ
17
年
に
地
域

生
活
移
行
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
を

ス
タ
ー
ト
。
日
中
は
「
ほ
っ
と
ワ
ー
ク
ス
・
み

の
わ
」
に
通
所
し
、
畑
と
内
職
を
担
当
）

［
ホ
ー
ム
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
］

今
は
伊
那
の
「
西
み
の
わ
ホ
ー
ム
」
の
畑
で

野
菜
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

旅
行
が
好
き
で
す
。

［
西
駒
郷
と
の
違
い
は
？
］

昔
は
「
さ
つ
き
寮
」
に
い
た
ね
。

西
駒
郷
は
狭
い
よ
う
な
部
屋
で
4
人
で
暮
ら

し
て
い
た
。
農
畜
産
科
で
に
わ
と
り
も
や
っ
て

た
ね
。

今
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
方
が
い
い
で
す
。

［
事
業
団
へ
の
期
待
］

今
度
、
71
歳
に
な
り
ま
す
。
生
活
は
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
も
う
少
し
良
く
し
て
ほ
し
い
。

道
路
と
か
屋
根
と
か
。

み
の
ち
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
利
用
者

米
山　

美
恵
子　

氏

（
Ｓ
4５
年
に
水
内
荘
入
所
。
Ｈ
12
年
に
地
域

生
活
移
行
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
を

ス
タ
ー
ト
。
日
中
は
「
八
雲
日
和
」
に
通
所

し
、
う
ど
ん
作
り
等
を
担
当
）

［
ホ
ー
ム
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
］

中
尾
の
家
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
楽
し
い
で
す

世
話
人
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
、
自
分

で
や
っ
て
い
る
か
ら
。

［
最
近
ハ
マ
っ
て
い
る
こ
と
は
？
］

サ
ッ
カ
ー
！　

長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
の
試
合
に

行
っ
て
、
興
奮
し
て
応
援
し
て
い
ま
す
。
と
て

も
楽
し
い
で
す
。

［
事
業
団
へ
の
期
待
］

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
給
料
を
上
げ
て
欲
し
い
で
す
。
3
万

円
で
は
少
な
い
の
で
。

歩
楽
里
支
援
員　

今
井　

志
帆　

氏

（
水
内
荘
に
4
年
、
去
年
か
ら
歩
楽
里
の
相

談
支
援
専
門
員
と
し
て
勤
務
し
、
現
在
事
業
団

入
職
6
年
目
。
少
し
ず
つ
前
を
向
い
て
歩
き
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
る
最
中
。）

相
談
支
援
専
門
員
に
な
る
前
は
入
所
施
設
の

支
援
員
の
経
験
し
か
な
く
、
そ
う
い
っ
た
視
野

で
支
援
し
て
い
た
が
、
相
談
支
援
専
門
員
に

な
っ
て
視
野
が
広
く
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
幅
広
く
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
日
、
ス
ラ
イ
ド
で
事
業
団
の
５０
年
の
歴
史

を
振
り
返
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
事
業
団
の
職

員
に
な
っ
た
重
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

先
輩
た
ち
の
歴
史
を
大
事
に
し
な
が
ら
も
、

自
分
と
し
て
は
新
た
な
道
を
開
く
こ
と
が
利
用

者
に
と
っ
て
豊
か
な
生
活
に
繋
が
っ
て
い
く
と

思
う
の
で
、
職
員
同
士
協
力
し
な
が
ら
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
当
事
者
参
加
」
を
合
言
葉
に
事
業
団
事
業

所
を
利
用
す
る
皆
様
に
、
日
頃
の
活
動
や
事
業

所
の
紹
介
を
「
み
ん
な
の
ス
テ
ー
ジ
」
と
し

て
、
5
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

松
本
あ
さ
ひ
太
鼓
の
映
像
と
、
勇
壮
な
西
駒

太
鼓
の
演
奏
で
幕
を
開
け
た
、
長
野
県
社
会
福

祉
事
業
団
５０
周
年
記
念
祝
賀
会
。

乾
杯
は
長
野
県
健
康
福
祉
部
長
の
小
林
透

様
、
そ
し
て
長
野
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
ぶ
し
利
用
者
の
中
島
松
子
様
、
松
本
ひ
よ
こ

利
用
者
の
二
木
周
冶
様
に
お
願
い
し
、
盛
大
な

が
ら
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

祝
賀
会
の
メ
ニ
ュ
ー
は
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
の

ご
厚
意
に
よ
り
、
事
業
団
事
業
所
の
自
主
製
品

を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ニ
ュ
ー
。

お
い
し
い
お
料
理
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ワ
ト
ワ
く
ん
」
の
登
場
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
く
じ
引
き
等
々
で
盛
り
上

が
り
、
昔
話
に
も
花
が
咲
き
ま
し
た
。

西駒郷ダンスクラブ「33サタデー」の
ステージ

ご自身の地域生活の
様子を紹介しました

事業所の特色をそれぞれの
利用者が発表

松本ひよこの利用者
が全3事業所を紹介

オリジナルDVDでサンアップル
事業を紹介

上伊那南部
ブロック

上伊那北部
ブロック

松　本
ブロック

長　野
ブロック

障がい者
福祉センター
ブロック

ほっとワークス・みのわの
「しめ縄」を紹介他事業所のスライドに興味津々

ブロック全体で活動する
サークル活動を紹介

「水内荘を利用して50周年」
とのコメントも

座
談
会

みんなの
ステージ

み
ん
な
の

ス
テ
ー
ジ

第Ⅱ部

祝
賀
会

第Ⅲ部
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